
日本看護科学学会（JANS)若手の会主催

第7回 中四国エリア検討会
A

How to Get Grants？
～研究/活動資金調達プロセスを進めた経験から～

この会では、若手研究者・看護実践者が実際に研究/活動資金を
探す・計画書作成・審査の準備等のプロセスを経た体験について
お話頂きます。外部資金調達に悩んでいる方や、話を聞いて何か
ヒントを得たいという方の参加大歓迎です。

話題提供者
①吉丸 春香 にじのはな在宅看護センター
②石川 桂 愛媛県立医療技術大学
③木下 真吾 日本赤十字広島看護大学

参加申込
QRコードもしくはURLから、申込フォームへお進みください
https://forms.gle/4Ty7U6VGtEQsqmvd9
※締切：3月7日（金）13時まで

参加費
無料

2025年３月１５日（土）
14：00～16：00

※オンライン参加の方は15:00まで

対面・オンライン(Zoom)ハイブリッド開催
開催地：岡山大学鹿田キャンパス

基礎医学棟１階多目的講義室

問い合わせ：井村春香（にじのはな在宅看護センター/広島大学大学院）

E-mail:harukayoshimaru[＊]yahoo.co.jp
送信時は[＊]を＠に変更して送信してください

※中四国エリア以外の方もお気軽にご参加ください



吉丸春香（よしまるはるか）先生
神経内科病棟勤務をきっかけに、看護師6年目から訪問看護へ転職しまし

た。その後、自宅生活が難しくなった人に関心があり、老人ホームへ転職し、
2020年より広島大学大学院博士課程進学とともに、在宅看護専門看護師とな
りました。現在は広島市の訪問看護ステーション・特別支援学校で勤務して
います。外部資金の使途は、訪問看護師が “慢性疾患の重症化予防ができ、
体を看ることができる人になれる”研修会や事例検討会の開催に奮闘してい
ます。
獲得資金：勇美記念財団在宅医療推進のための多職種連携研修会への助成

話題提供者のプロフィール

石川 桂（いしかわ けい） 先生
大学病院の新生児集中治療室（NICU）で勤務したことをきっかけに、大

学院では、「医療的ケア児を育てる親の思い」に関しての研究に取り組み、
現在も継続しています。看護師での経験や大学院で学んだことから地域で
生活する人々の健康を支えたいと考え、町の保健師として勤務しました。
看護師と保健師を経験して“顔の見える関係”は、人と信頼関係を築く上で
の基盤であると考えています。現在は母性・小児看護学講座の助教として
２年目になります。
専門職として実践してきた経験や研究を通して得られることを統合して

教育や研究に活かしていきたいと考えています。
獲得資金：科学研究費助成事業（基盤研究Ｃ））

木下 真吾（きしたしんご） 先生
看護師としてICU病棟や脳神経外科・内科病棟での勤務を経験したのち、

日本赤十字広島看護大学に着任し、現在は成人看護学講座の准教授として
勤務しています。主な研究テーマは、脳卒中患者を対象とする急性期病棟
に従事してきた経験から、脳卒中患者のQOL向上のために看護師、患者教育
に関する研究に取り組んでいます。
獲得資金：

2016-2017年度科学研究費助成事業：研究活動スタート支援
2018-2021年度科学研究費助成事業：若手研究
2022-2025年度科学研究費助成事業：若手研究

会場：基礎医学講義実習棟 1階多目的講義室
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